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呉港定期航路誘致検討協議会 報告用資料 

 

直近の主な取組について 

令和２年 ８月 第１回呉港定期航路誘致検討協議会 

令和２年１２月 第２回呉港定期航路誘致検討協議会 

令和４年 ７月 第３回呉港定期航路誘致検討協議会 

令和５年１２月 呉港定期航路誘致検討協議会書面報告（港湾計画一部変更） 

令和６年１０月 阿賀マリノふ頭岸壁前面泊地拡充の浚渫工事完了（約 3,400㎡拡充） 

令和６年１１月 呉港定期航路誘致検討協議会利用者分科会※１（第３回）開催 

         （呉市におけるＲＯＲＯ船定期航路誘致の現状について） 

令和６年１２月 呉港定期航路誘致検討協議会利用者分科会※１（第４回）開催 

         （船会社：ＲＯＲＯ船輸送トライアルの実施など） 

 令和７年 ３月 令和７年度ＲＯＲＯ船輸送トライアル※２の予算化 

令和７年 ５月 船会社や荷主に対してＲＯＲＯ船輸送トライアル等調整 

    ～ 

（継続実施）   

令和７年 ８月 阿賀マリノふ頭岸壁前面泊地拡充の浚渫工事完了（約 2,600㎡拡充） 

令和７年１１月 阿賀マリノふ頭岸壁前面泊地拡充の公示（約 6,000㎡拡充） 

                               

令和８年 ２月 令和７年度ＲＯＲＯ船輸送トライアルの延期を決定 

呉市議会３月定例会前産業建設委員会にて報告（資料Ｐ２②参照）  

          

※１ 呉港定期航路誘致検討協議会利用者分科会の開催は,既存の阿賀マリノふ頭において,

通常荷役を実施する中で,定期航路を週１～２便寄港させるため,当該ふ頭利用するユ

ーザーと調整を図る目的で,令和６年度より再開。 

 

※２ ＲＯＲＯ船輸送トライアルは,令和７年度予算主要な施策として予算化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

180m級の RORO船が既存岸

壁に受入可能となる。 
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取組内容について 

①【阿賀マリノふ頭岸壁前面泊地拡充の浚渫工事】 

既存の阿賀マリノふ頭岸壁に１８０ｍ級のＲＯＲＯ船の受入ができるよう，回頭円を

360m（船長の 2倍）を確保するため，前面泊地を令和６年度と令和７年度に浚渫工事（-

7.5ｍ）を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【ＲＯＲＯ船輸送トライアルの延期について（呉市議会報告）】 

  令和８年２月１０日呉市議会（産業建設委員会）において，ＲＯＲＯ船輸送トライアル

の延期について説明を行う。 

 

 

 

 



3 

 

今後の方向性について 

  ●船会社及び物流事業者との継続した意見交換（誘致活動） 

●市内外の荷主企業に対し,貨物量及び転換量の調査 

●国土交通省等と連携した誘致活動など 

●定期航路誘致検討協議会利用者分科会の随時開催など 

 

 

 

船会社及び物流事業者と連携し，ＲＯＲＯ船等定期航路就航を目的とした，輸送トライアル

を計画。荷主等に対して，メリットやデメリットの検証を図る。 

 

 

 

週１便程度から定期航路を就航後，国交省による港湾計画に基づくＲＯＲＯ船専用バース等

の整備 

 

 

 

整備完了後，定期航路増便 


